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◎軽度認知症教室のお知らせ

●「認知症になったら何もできなくなってしまう。」と思って
いませんか？たとえ認知症になってもその方が「できるこ
と」が全て無くなるわけではありません。特に、認知症の程度
が軽度の場合は、少しの手助けをするだけで、自立して生活
することが可能です。認知症の進行速度を緩めることで自立
した生活が長く続けられます。
●市の事業として実施している軽度認知症教室では、それぞ
れの参加者の「できること」が増やせるよう支援します。この
ために、ご本人がどんなことを望んでおられて、どんなこと
が心配に思うのかなどをじっくりお伺いします。
●大事なことは、参加者が「私はまだまだこんなことができ
る。」という自信を持ってもらえることです。この自信を持つ
事で少し難しくなってきたことにも取り組み、やり遂げるこ
とができるようになります。
●軽度認知症教室では、参加者の方が持っておられる力を見
極め、役割を持ってもらったり、楽しんで取り組める活動に
参加していただいたりします。ご本人がそれまで楽しんでし

ておられたことや自負をもってやり遂げられた事を生かす
ことが大事です。
●プログラムの一例として料理プログラムを紹介します。
①メニューを決める話し合い。（意見を出し合い、料理の本
などを見ながら決める。）
②調理方法の確認（手順を書き出し、時間配分や役割分担、
材料や調理器具など準備物品の確認）
③調理（計画した手順に沿って実
施。計画表で手順を確認しながら
行う。）
④反省会（試食後感想を話し合う。
手順や出来栄えについて意見を出し合う。）

※教室への参加等に関することは、地域包括支援センターにご相談ください。

問い合わせ
水口地域包括支援センター　☎65-1170　ＦＡＸ63-4591
土山・甲賀地域包括支援センター　☎88-8136　ＦＡＸ88-6557
甲南・信楽地域包括支援センター　☎86-8034　ＦＡＸ86-5974
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発見された建物跡（白線内が建物の柱位置）
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